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巨 メカ ツヲブシ′ムシ1に就 きて 詔慧鴇慧菜欝裳鰭装篇 山田 保治- I
L,･チノン1を弓ミ成分とせる-防蝕剤の効果 flT描.r主-1‥ 高点 武三-ll
羊毛害鹿之蝕害 と職安との摘係 諸悪鰭舘岩諾袋轄錆諾山田 保治-川




詔 駅 盃慧荒叢畿 莞 装 篇 山田 保治- :32
雑 錦
諸富慧諸畿漂譜芳要語 山田 保治-:3･i





剰11日H帯のLタマムシ1の蓋を見て感心し-叩 ナこね､之が捌 I叩 けごよと,和描介を受けた､
僅出目日常に麓をか ゝ淫月L吾のだが∴糾ま冊朋†の誹りこ感心して即 I.lJ/)だから､丁姥よい峠だ､




が.乱 あrj)問題は僕には面白いと恩ふから,1棋摘細 物 の巾にも挿されることだ し､法隆寺
Ir,･鵜厨子のき)此際一･輔にして､今少し調べで陶にしてはどふかと胤ふ.僕で州凍ることは何で














掛 し誠に中節がないO散乱 ｢ス｡フ｣の漁蝕ひ､ がガ一々で朝歯間舷になって屠るO 団栗的見 ･
地から､Lス･フ1の使)1沌 奨励せられて屠る今臥 質が弱い上に曲の被苦がひどくては､発 く
困った開腹であるoLス･71の魚蝕ひ､を如何にL,て防除するかは､即今常人に裸せられた大
きな研究給田の-つであると慮ふ｡([柑橘己)D
